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平成２９年度 行政評価の結果 

 

 平成２８年度に実施した全ての事務事業と施策について内部評価を行い、ホームペー

ジ等にて公表しました。 

 

 

 

  次の３つの目的に重点を置いて行政評価システムを導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「第４次岡谷市総合計画」（計画期間：H21～30 年度）の 

 目的体系表に基づいて行政評価を実施しました。 

 

 

 

 

 事務事業評価を基に課題を認識し、次の改革や改善につなげていくことで、

効果的・効率的な事業展開を図ります。 

（２）事務事業執行の改革改善 

 

 行政評価システムの導入により、成果志向※１、目的意識※２、コスト意識※３

の向上といった職員の顧客志向※4 による意識改革を図ります。また、このシス

テムを継続的に運用することにより、職員の政策形成能力の向上を図ります。  

 ※１ 成 果 志 向：行政活動が本当の顧客サービスにつながっているか、に意識を向けること。  

 ※２ 目 的 意 識：誰のためにどのような意図で行政活動を行っているか、という意識。 

 ※３ コスト意識：コストに見合った顧客サービスが提供されているか、という意識。 

 ※４ 顧 客 志 向：行政サービスを受ける市民を顧客として捉え、顧客（市民）の立場に立った 

          効果的・効率的な行政経営を行うことで、市民満足度の向上を目指す考え方。 

（１）職員の意識改革、政策形成能力の向上 

 

 施策※5の評価を実施して、施策の位置から個々の事務事業を展望し、施策目的に

対する各事業の貢献度・重要性に関する相対評価を行うことによって、事業の

休廃止の検討や各事業の優先順位付けを行います。 

 ※５ 施策：事務事業をいくつかまとめた単位 

（３）重要性の低い事業の休廃止・事業の優先順位付け 

１．行政評価システムの目的 

２．第４次岡谷市総合計画の目的体系 

え 

政策 

施策 

細施策 

事務事業 

基本目標 
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  「事務事業執行の改革改善」を主な目的として、平成２８年度に市が実施した全て 

 の事務事業を評価しました。 

 

   評価主体 

   各部署の担当者（事務事業実施後に自己評価）[内部評価、事後評価] 

  ・１次評価＝担当者（主幹等）  ・２次評価＝所属長（課長等） 

 

   評価件数 

種 別 評価総数 
左記内訳：第４次岡谷市総合計画での位置づけ 

基本目標 1-5 の 41 施策

を構成する事務事業 

総合計画の推進に向け

た行政運営事務 

一般事業        (様式 1) 138 件 121 17 

建設事業等       (様式 2) 18 件 17 1 

内部管理事務等     (様式 3) 104 件 63 41 

公共施設の管理運営事業 (様式 4) 32 件 28 4 

合 計 292 件 229 63 

 

   評価の視点 

項目 評価の視点 

妥当性 市が事務事業を行う必要性はあるか。 

有効性 市が行ったサービスが成果（市民満足度）につながったか。［成果指標］ 

効率性 少ない費用で効果的にサービスを提供できたか。［コストの推移］ 

 

   様 式 

  各事業の性質に応じて、専用の評価表を用いて評価しました。 

様式１ 
建設事業・内部管理事務以外の全ての事業について、妥当性・有効性・効率性

の視点から評価する。 

様式２ 
複数年度にわたる事業（施設の建設、行政計画の策定等）について、事業の

進捗率を中心に進行管理を行う。 

様式３ 市の内部的な事務について、効率性を中心に評価する。 

様式４ 
公共施設の管理運営事業について、妥当性・有効性・効率性の視点から評価

する。 

様式５ 
補助金、負担金、交付金を交付する形態の事業について、妥当性１次・２次

判定、有効性の視点から評価する。 

 

 

 

３．事務事業評価 
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   評価結果の活用等 

  ・事務事業の改革・改善案は、今年度事務事業を行う際に、担当者レベルで活用しま

した。 

  ・組織改正、定員管理の適正化を検討する際に、判断材料の一つとして活用しました。 

  ・評価結果をホームページ等で公表し、市民に広く情報提供しました。 

 

 

 

 「職員の意識改革、政策形成能力の向上」、「重要性の低い事業の休廃止、事業の優先順位

付け」を主な目的とし、平成２８年度に市が実施した全ての施策を評価しました。 

 

   評価主体 

  各部署の担当課長等（事務事業実施後に自己評価） ［内部評価、事後評価］ 

  ・１次評価＝担当課長等  ・２次評価＝所属長（部長等） 

 

   評価件数 

  ４１件（第４次岡谷市総合計画の基本目標を構成する全ての施策） 

  ※総合計画の推進に向けた４施策は進捗管理のみ実施 

 

   評価の視点 

項目 評価の視点 

施策の 

進捗状況 

施策の目的を達成できたか。 

少ない費用で効果的に施策を推進できたか。 

事務事業の 

方向性 

施策を構成する事務事業について、平成３０年度にどのような考え方で

実施するか。（事務事業の優先順位付け） 

Ａ：事業拡大 Ｂ：現状維持 Ｃ：見直し －：廃止・統合・完了等 

（割合は：Ａ１割 Ｂ４割 Ｃ５割 程度を目途に優先順位付け） 

 

   様 式 

様式６ 全施策共通 

 

   評価結果の活用等 

  ・事務事業の方向性や優先度の考え方は、平成３０年度予算編成・組織検討の際に

参考にしました。 

  ・評価結果をホームページ等で公表し、市民に広く情報提供しました。 

  ・評価表を用いて、総合計画の進捗管理を行いました。 

 

 

 

４．施策評価 
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   施策評価による事務事業の方向性 

   平成２８年度に実施した事務事業は２９２件で、そのうち第４次岡谷市総合計画の

基本目標１～５を構成する４１施策に属する２２９件の優先順位付け等事業の方向性

は下表のとおりです。 

   なお、総合計画の推進に向けた事務事業６３件については、行政運営事務であるこ

とから優先順位付けの対象には含めないものとします。 

 

  基本目標を構成する事務事業の優先度一覧 

施 策 
Ａ 

(拡大) 
Ｂ 

(維持) 
Ｃ 

(見直し) 
完了 廃止 統合 

事 務 

事業数 

工業の振興 2 9     11 

商業の振興 2 5     7 

観光の振興 2 2     4 

農林漁業の振興 1 11 4    16 

勤労者福祉の充実  1     1 

雇用対策の充実  3     3 

健康づくりの推進  4     4 

予防対策の推進  2     2 

母子保健の充実  3     3 

医療体制の充実  2     2 

子育て支援の充実  7     7 

地域福祉の推進 1 6 1    8 

障害者(児)福祉の充実  4     4 

高齢者福祉の推進  9  2   11 

社会保障の円滑な運営 3 20     23 

地球環境対策の推進 1      1 

自然環境の保全 1      1 

生活環境対策の推進  1     1 

廃棄物対策の推進  6     6 

環境衛生対策の推進  5     5 

危機・防災・減災対策の推進 2 6 1    9 

治山・治水事業の推進 1      1 

生活安全対策の推進  5     5 

消防・救急体制の充実  9     9 

上下水道の整備・維持 1 4     5 

学校教育の充実 1 12  1   14 

青少年の健全育成  4 1    5 

社会教育の充実 3 10     13 

文化・芸術の振興 1 8     9 
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拡大

(13.5%)

維持(81.2%)

見直し(3.5%) 完了(1.8%)

施 策 
Ａ 

(拡大) 
Ｂ 

(維持) 
Ｃ 

(見直し) 
完了 廃止 統合 

事 務 

事業数 

文化財の保護・活用 1 5     6 

スポーツの振興 1 6  1   8 

多文化共生の推進  1     1 

計画的土地利用の推進 1 2     3 

まちの活力を高める市街地整備 1 3     4 

住宅・宅地の整備  2     2 

道路の整備 4 3     7 

公共交通網の整備 1  1    2 

良好な都市景観の保存と創造  2     2 

都市緑化の推進  1     1 

公園の整備  3     3 

合 計 31 186 8 4 0 0 229 

        *29年度以降に完了、廃止、統合を予定するものを含む 

 

    ●事務事業の優先順位等の割合 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ●完了・廃止・統合するまたは予定する事業 

分類 該当年度 事務事業名 備  考 

完了 ２８ 

二次予防事業 事業完了 

一次予防事業 事業完了 

学校耐震改修等整備事業 事業完了 

冬季国体推進事業 事業完了 
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  市が行っている事務事業について「市の関与の必要性」「基本目標に対する貢献度など、

有効性・妥当性」「コストなどの効率性」の視点から、外部・市民の目線により事業その

ものの必要性やあり方を検証し、事業の再構築に結びつけるとともに、事業内容の市民

周知を目的とし実施しました。 

   

 ●評価主体 

  行政評価外部評価委員会（委員１５名）※市民総参加のまちづくりの観点から、無報酬で活動 

 

 ●評価の方法 

   職員による事務事業評価（内部・事後評価）について、事務事業評価者（担当課長等）

に出席を求め、ヒアリングを行い外部評価委員会が、市民の視点から事業の検証を行

いました。 

 

  評価基準 

   ①市の関与の必要性 

   ②基本目標に対する貢献度などの有効性 

   ③コストなどの事業の効率性 

 

 ●評価件数 

  「第４次岡谷市総合計画」基本目標５（都市整備分野）の３政策の中から５事業を選

定 

政策 事務事業名 

計画的土地利用の推進 
耐震診断事業 

岡谷駅前整備事業 

交通網の整備 
コミュニティーバス運行事業 

スマートインターチェンジ整備事業 

都市空間の充実 緑化推進事業 

 

 ●評価結果の活用等 

   外部評価委員会は、市長に外部評価報告書を提出し、事業のあり方や予算への反映

に対する考え方・意見として、評価結果の有効な活用を求めました。 

   －市の取り組み－ 

   ・外部評価報告書を庁内で公表し、平成３０年度予算編成及び事務事業の執行にあ

たり参考にするよう、関係課へ周知しました。 

   ・外部評価報告書をホームページ等で公表し、市民に広く情報提供しました。 

   ・岡谷市行政評価外部評価委員会に、評価結果に対する検討内容を報告しました。 

 

５．外部評価 
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  行政評価制度は、導入することが目的ではなく、ＰＤＣＡサイクルのもと実施事業の

効果や課題を検証することは必要なことであり、行政評価本来の機能である「職員の意

識改革」「成果意識の醸成」を図ることが重要です。 

  特に、平成30年度においては、31年度を始期とする第５次総合計画の策定において、

本制度における評価を的確に反映させていくことが不可欠です。そのため、従来の延長

線上の発想から転換を図り、施策目的を達成するために最も効率的・効果的な事業を実

施する観点から、「事業の目的及び内容、やり方は適切か」、「より効率的又は効果的な手

法はないか」などの多角的な視点で事務事業を検証し、見直しを進めるとともに、施策

を構成する事務事業間の優先度を考慮した事業の展開を図ってまいります。 

 

  

６．行政評価の活用 
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   目標指標の達成状況 

  施策評価では第４次岡谷市総合計画の目的指標を施策指標として、施策の目的の達成

状況や成果を示しており、その結果は下表のとおりです。 

  ただし、第４次岡谷市総合計画の目標指標が施策評価の指標として用いられていない

ものを含んでいるため（別調査にて把握）、参考数値とします。 

 

 

・第４次岡谷市総合計画 後期基本計画 に掲げる目標値に対する達成率 ： ８２．６７％   

    ※70％以上達成件数／（目標指標合計件数―未実施合計件数） 

 

第 4次岡谷市総合計画の位置づけ 目標指標 
70％以上

達成件数 
未公表 

基本目標 1 魅力と活力にあふれる、にぎわいのあるまち 9 7 2 

基本目標 2 ともに支えあい、健やかに暮らせるまち 14 10  

基本目標 3 自然環境と暮らしが調和した、安心安全なまち 18 16  

基本目標 4 生涯を通じて学び、豊かな心を育むまち 22 16 1 

基本目標 5 快適に生活できる、都市機能の充実したまち 11 10  

        総合計画の推進に向けて 4 3  

合   計 78 62 3 

 ※施策指標のうち、第４次岡谷市総合計画の目標指標でないものは省く。 

８．参考数値 


